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教育ＷＧ
主査 原田 昭
筑波大学大学院人間総合科学研究科

文部科学省科学技術振興調整費
科学技術政策提言プログラム
「横断型科学技術の役割とその推進」

横断型基幹科学教育の提言

横断型基幹科学技術教育

現代社会は、これまで人類が遭遇しなかった複雑で高度な問題に満ちて
いる。これらの問題は、専門的・垂直型の学問では解決が得られない。

産業や社会の複雑問題を解決するためには、異なる分野をつなぎ合わ
せる共通基盤技術を駆使して横断型基幹科学技術教育を行い、問題発
見や問題解決能力を養い、創造的ソリューションを導き出す方法を学ぶ
教育が不可欠である。

このような教育の実現には、産業界、官界、学界の強い連携が求められ
ている。さらに、産業界からの教育プログラムへの課題の提示、実践的
知識や技術の提供、評価への参画などの緊密な連携が不可欠である。
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学際科学領域

ＣＣ

横断型基幹科学領域

専門領域 専門領域

学際科学と横断科学

現代技術の根幹となる学問領域として、「モデル学」や「システム学」なら
びに「管理工学」等がフォーカスを浴びている。同じような分野に「デザイ
ン学」「制御科学」「神経認知科学」「感性科学」「計測科学」「環境科学」
「経営学」「広義の情報学」 「技術者倫理」などがある。 これらを総称し
て「横断型基幹科学技術」とよぶ。

その特徴は、それぞれの分野の問題領域の特性の明確化やその背景
のアプローチ・手法を明確にし、その成果を全ての既存分野で応用する

ことの出来る普遍的な「共通基盤技術」を有することにある。

横断型基幹科学技術とは
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横断型科学に関するアンケート

アンケートは、横断型科学教育プログラムについて、ＵＲＬによって、計
測自動制御学会、日本デザイン学会、日本品質管理学会、日本感性工
学会、精密工学会、ヒューマンインタフェース学会、日本ロボット学会、
日本ＶＲ学会などの学会、会員に対して行った。

調査実施：平成15年4月2日～4月20日

集計方法：ＷＥＢ上での回答をＣＧＩにより自動集計した。
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質問1）

提案した横断型教育プログラムですが、詳細はともかくとして、これからの

社会にとって必要な教育だと思われますか。次の中からひとつだけ選択し

てクリックして下さい。

１．大変必要である ：155

２．どちらかといえば必要である： 49

３．なんともいえない ：8

４．どちらかといえば必要でない ：5

５．全く必要でない ：1
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社会必要性＊年代

質問１）

社会にとって必要な教

育だと思われますか。

（年代別）

質問１）社会にとって必要な教育だと思われますか

20代 20代% 30代 30代% 40代 40代% 50代 50代% 60代 60代% 70以上 70代% 合計 合計%

1.大変必要である 20.0 90.9 32.0 100.0 63.0 100.0 26.0 41.9 12.0 36.4 2.0 33.3 155.0 71.1
2.どちらかといえば必要であ
る

2.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 27.0 43.5 17.0 51.5 3.0 50.0 49.0 22.5
3.なんともいえない 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 8.1 3.0 9.1 0.0 0.0 8.0 3.7
4.どちらかといえば必要でな
い

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 4.8 1.0 3.0 1.0 16.7 5.0 2.3
5.全く必要でない 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.5

合計 22.0 100.0 32.0 100.0 63.0 100.0 62.0 100.0 33.0 100.0 6.0 100.0 218.0 100.0

20代% 30代% 40代%
50代% 60代%

70代%

1.大変必要である

2.どちらかといえば必要である
3.なんともいえない
4.どちらかといえば必要でない
5.全く必要でない
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アンケートからわかったこと

１．横断型教育により養成される人材は、21世紀の人間・文化・自然・社
会・環境・産業課題を牽引するために「必要」と考えられている。

２．横断型教育の必要条件は、「設計学」、「制御学」、「情報学」、「システ
ム学」、「モデル学」、「シミュレーション学」、「管理学」等のような「共通
基盤技術」である。

３．産業社会からのニーズとしての横断型科学のキーワードは、「グルー
プ」、「横断」、「総合」、「開発」、「学習」、「課題」、「分析」、「事例」、
「自然」が多い。

４．横断型教育の「一般化モデル」が求められている。

５．横断型教育の認証・制度化が求められている。
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回答者の教育科目提案に含まれるキーワード
通し番号 68 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46

きーNo データ記号 A B C D E F G H I J 6 8 9 13 17 34 46 50 52 53 57 65 66 83 85 90 91 94 98 100 101 103 105 106 109 111 123 124 125 130 134 136 138 140 144 145

１４６通
し番号
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1 システム1 24 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 社会2 23 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

3 工学3 22 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

4 基礎4 21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

5 具体5 17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6 理解6 17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

7 企業7 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8 評価8 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

9 設計9 15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

10 モデル10 15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

11 横断11 15 1 1 1 1 1 1 1 1 1

12 開発12 15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

13 学習13 15 1 1 1 1 1 1 1 1 1

14 シミュレーション14 13 1 1 1 1 1 1 1 1 1

15 人間15 13 1 1 1 1 1 1 1 1 1

16 情報16 13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

17 実践17 11 1 1 1 1 1 1 1 1

18 制御18 11 1 1 1 1 1 1

19 応用19 10 1 1 1 1 1 1

20 グループ20 10 1 1 1 1 1 1 1 1

21 産業21 10 1 1 1 1 1 1 1 1

22 手法22 10 1 1 1 1

23 総合23 9 1 1 1 1 1 1

24 体系24 9 1 1 1 1 1 1

25 モデリング25 9 1 1 1 1 1 1

26 課題26 9 1 1 1 1 1 1

27 経営27 8 1 1 1 1 1 1 1

28 コンピュータ28 8 1 1 1 1 1

29 問題解決29 8 1 1 1 1

30 経済30 7 1 1

31 実験31 7 1 1 1 1 1

32 事例32 7 1 1 1 1 1 1

33 数学33 7 1 1 1

34 ソフト34 7 1 1 1 1

35 プレゼンテーション

35

7 1 1 1 1 1 1 1

36 医学36 7 1 1

37 環境37 6 1 1 1

38 現象38 6 1 1 1

39 行動39 6 1 1 1

40 デザイン40 6 1 1 1 1

41 フィードバック41 6 1 1 1 1

42 物理42 6 1 1 1 1

43 プロジェクト43 6 1 1 1 1 1

44 機械44 6 1 1 1

45 構造45 6 1 1 1 1 1

46 材料46 6 1 1 1 1

47 実社会47 6 1 1 1 1

48 人類48 6 1 1 1 1

49 組織49 6 1 1

50 電子50 6 1 1 1 1

51 認識51 6 1 1 1 1 1 1

52 融合52 6 1 1 1 1

53 理工53 6 1 1 1 1 1 1

卒論、修論 28
統計モデル論 57
モデル学概論 67

比較設計学演習 34
企業の経営シミュレーション 30

経営変革（シックスシグマ）による品質経 33
ＩＴ戦略論 27

次世代ベンチャー企業創出プログラム 49
Xプロジェクト 41

おたく的ものつくり学実習 46
社会環境工学 51

ナノテクノロジー（大学院） 62
管理工学 52

情報知能工学プロジェクト（実験） 4
システム・ダイナミックス 50

社会環境持続的メカトロ設計製作法． 53
形態構造基礎実習 26

脳認知モデル 及び 認知モデル演習 32
人間中心設計 23
応用制御工学 31

モデリングとその応用 61
システム工学演習 59
シミュレーション論 20

シミュレーション技術の基礎と実習 14
生産システム工学 9

周期現象概論(振動工学) 17
　　講義科目「電気制御自主ゼミ」 36

新複雑系入門 68
中性子発生装置の開発シュミレーション 40

コンピュータサイエンス概論 12
創発 42

マーケティング・エンジニアリング実習 1
ヒューマンインタフェース工学 29

医療と社会 54
視覚コミュニケーション学 37
人工現実感医学概論 58

理論と実際を融合するシステム制御 63
感性・知能システムの理論と演習 6

感性情報学演習 10
計算理工学 22
計測工学 5

人間共存型ロボット論 45
基礎感性科学概論 3

環境社会学 18
産業応用制御特論 38

インタラクティブシステムデザイン 65
技術法規概論 25

システムの課題解決 39
システムの科学 8

日本型技術系リーダー演習 43
組織論 35

知的財産権とその実際 16
開発マネージメント 15

グローバルマネジメント 55
新製品開発シミュレーション 13
プロジェクトマネジメント演習 2
横断型技術と技術者倫理 56
システムシンキング（仮称） 48

ユーザーセンタードデザイン概論および 66
　問題抽出及び原因分析と解決案策定 60

工業物理数学特論 64
システムマネジメント工学 21
サプライチェーン設計演習 7

問題発見力開発 24
情報の信頼性評価 11

信頼性工学 44
情報伝達･技術移転工学 19

知的財産権 47

●Ａ 論理モデル
（具体、評価、モデル、抽象、発想、論理、枠組、不確か）

●Ｂ ベンチャー企業
（企業、事業、資金）

●Ｃ 機械システム材料
（機械、材料）

●Ｄ システム設計シミュレーション
（システム、基礎、設計、シミュレーション）

●Ｅ 横断社会システム工学
（システム、社会、工学、横断）

●Ｆ 社会プロジェクトマネジメント
（社会、学習、プロジェクト、マネジメント、特許）

●Ｇ 設計評価シミュレーション工学
（工学、評価、設計、シミュレーション、実践）

教育科目提案のグルーピング
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Ａ 論理モデル

Ｂ ベンチャー企業

Ｃ 機械システム材料

Ｄ システム設計シミュレーション

Ｅ 横断社会システム工学
Ｆ 社会プロジェクトマネジメント

Ｇ 設計評価シミュレーション工学

教育科目グループの空間散布図

教育科目の3次元空間散布図
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教育科目に含まれるキーワードの3次元空間散布図

事業

モデル

ハード

ソフト

仮説

実行

キーワードの3次元空間散布図の軸設定
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現状認識と教育の方向性の提言

提言1 人間と科学技術の親和を創成する横断型基幹科学教育の推進

提言２ 自己技術と異分野技術を統合し新しい価値を創造する能力を獲得
するための教育

提言３ 望ましい性質を備えたシステムをいかに設計し、またいかにつくる
かに着目した基礎科学が必要である。

提言４ 知の蓄積・統合・集約ばかりではなく、新たな知の創造を生み出す
共通基盤技術の構築

提言５ 生産主導型ビジネスから人間主導型ビジネスへ向けた産・官・学
連携教育の推進

提言６ 長期展望に立ち横断型基幹科学を重点化した教育政策イニシアチ
ブが必要

提言７ 横断型基幹科学大学院の構想と小中・高等教育循環システムの
構築

横断型基幹科学大学院制度の創設の提言

1. １ 目的：地球環境、こころの危機など人間が直面する問題を解決する知の創造
のため、高度な横断型基幹科学の専門的人材の育成を目的とする。

２ 既存の大学院の課程との関係：既存課程において、高度な横断型基幹科学の
専門 的人材育成課程として分化するのであれば、その課程に対して横断型
大学院の設置とすることも考慮する。

３ 横断型専攻分野：①生命と生存に関わる分野、②複雑な社会問題を解決する分
野、 ③広域で地球的課題分野、④先端技術の産業連携的分野、⑤未知・未
踏的分野等

４ 修業年限：各専攻分野ごとに教育内容等にふさわしい修業年限を定めることが
できる。

５ 教育方法：専門分野の大学教員のみとせず、産業界から教官数を必要数受け入
れる。 また、インターンシップの活用など産・官・学における適切な授業方法
による実践的教 育を行う。

６ 教員組織：産・官・学連携教育を行う視点から、実務家教員を必要数受け入れる。

７ 設置基準：現行の大学院設置基準とは別に横断型基幹科学大学院の設置基準
を新たに設ける。

８ 第三者評価：教育水準の維持向上のため、第三者機関による評価を受ける。


